
 

 

家畜衛生だより 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年 12 月発行 No.３１-11（豚） 

埼玉県川越家畜保健衛生所 
電 話：049-225-4141 

F A X：049-226-9653 

緊急携帯 09０-7191-3473 
E ﾒ ｰ ﾙ：H Ur254141@pref.saitama.lg.jp U    （（（（  

（夜間、土日祝日は緊急携帯に転送） 

愛知県でＣＳＦ（豚コレラ）が発生しました！ 

発生農場 

愛知県田原市で、ＣＳＦの患畜が確認（国内５１例目）されました。 

 

■ 発生農場の概要 

  所 在 地 愛知県田原市 

  飼養状況 １，７５４頭 

■ 経緯 

  12 月 16 日 現地家保が、大腸菌症の検査のため、当該農場に立ち入

ったところ、死亡した子豚１頭を確認。 

        死亡した子豚と周辺５頭の子豚について県がＣＳＦ検

査を行ったところ、６頭すべて陽性。 

  12 月 17 日 国で検査を行ったところ、患畜と確認。 

■ 当該農場におけるＣＳＦワクチン接種歴 

  11 月 2 日 初回接種（哺乳豚以外） 

  11 月 26 日 追加接種 
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１ 飼養衛生管理基準の遵守 

 ○ 衛生管理区域及び畜舎に出入りする人・物品・車両等による病原体の  

  侵入防止措置 

 ○ 畜舎又は堆肥舎等への野生動物侵入防止対策 

   注) 侵入防止柵、死体保冷保管庫は必ず整備すること 

 ○ 異常豚等を発見した場合は、直ちに家保へ連絡 

 

２ 豚の管理 

 ○ 飼養頭数及び年間出荷計画をワクチン接種前に家保へ届出 

 ○ ワクチン接種後はワクチン接種豚台帳の作成記録 

     

 

 

 

 

 

 

３ 移動の管理 

 ○ 原則、接種区域内の農場や施設等へのみ移動可 

 ○ 移動前には飼養豚の異常の有無を確認 

  →異常があった場合は、必ず家保へご連絡ください。 

 ○ 移動時にも車両消毒の徹底等の拡散防止措置が必要 

 ○ 通行時は他農場や畜産関係施設付近の通行を避ける 

 ○ 移動経過、処理の記録を保管 

 ★ ＣＳＦワクチンを接種した豚をと畜場や他農場へ輸送する際は、輸送

前に、背部に蛍光ピンク又は蛍光赤のスプレー等による「Ｖ」の字の標

識を必ず行ってください。 

 

 

 

 

 

異常を確認したらただちに家保へ通報してください！ 

【川越家畜保健衛生所】 

 住所：川越市石田１５２ 

 TEL：０４９－２２５－４１４１ 

※平日 17：15 以降と土日祝日の場合、自動で緊急用携帯電話に転送されます。 

 

ワクチン接種農家は次のことを遵守してください 


